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一．会長就任のご挨拶 平井和之 

この4月から佐藤前会長の後を引継いで、2014～2015年度の会長職を仰せつかることになり

ました日本大学の平井と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

本会が発足してから今年度で13年目になりますが、歴代の会長、役員、そして何より会員の

皆様のご尽力により、本会は着実に発展してきたと申せましょう。しかし近年、中国語教育界

は思いもよらなかった状況に見舞われているのはご存知の通りです。中国語教師が顔を会わせ

ると話題がどうしても暗い方向に流れがちです。 

一方、このことは逆に本会の果たすべき役割がますます高まってきたことを意味しており、

“冬天来了”など強がりを言っているばかりでは解決になりません。中国語学習者・教授者を

質、量ともに高めていくことが以前にもまして求められています。 

本会をそのような方向に導いていくことが自分に果たしてできるのか、省みるに甚だ忸怩た

るものがあります。私は本会や他学会で事務方面を担当した経験が多少あり、与えられた仕事

をただこなすだけであればある程度できると思いますが、歴代会長のような学識や見識を持ち

合わせておらず、本会をあるべき形に発展させていけるかどうか不安でいっぱいです。皆様の

お力添えを心よりお願い申し上げる次第です。 

ただ悲観からは何ものも生まれません。私の恩師が、相変わらずグチをこぼしている私に向

かって、「日中関係の悪化云々などいかほどのものでもない。昔はそもそも関係さえなかった

のだから、それと比べれば今の方がずっとよい」と仰いました。そのような楽観的精神を持ち

つつ、自分ができることを精一杯やっていくつもりです。 

 

二．新役員紹介（2014年4月～2016年3月） 

昨年末に行われました選挙の結果、及び地域や勤務先のバランス等を考慮して、以下の方々

に役員をお願いすることにいたしました。正式には理事会及び会員総会の承認を経なければな
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りませんので、その過程で増減があり得ます。その際は本会ウェブサイトや会報を通じてお知

らせします。 

顧問：輿水優 

会長：平井和之 

代表理事：西香織、藤井達也、古川裕、村上公一 

理事：荒川清秀、植村麻紀子、大川完三郎、加藤晴子、郭春貴、金子眞也、清原文代、胡興智、

佐々木勲人、田邉鉄、陳淑梅、三宅登之、丸尾誠、山田眞一 

幹事：桑野弘美、島田亜実 
会計監査：稲葉明子、豊嶋裕子 

また、『中国語教育』第13号の編集委員は以下の通りです。 

王占華、奥田寛、佐々木勲人(委員長)、白銀志栄、田邉鉄、西川和男、藤井達也、森宏子 

 

三．中国語教育学会第12回全国大会 

2014年6月7～8日に第12回全国大会が大東文化大学板橋キャンパスにて開催されます。1日目

にはシンポジウム、会員総会、懇親会等が，2日目には研究分科会が開かれます。詳細につい

ては既に送付済みの参加案内をご覧ください。皆様奮ってご参加ください。主な発表内容は以

下の通りです。 

 

1日目（6月7日）シンポジウム 

中国語教材のあゆみ―過去から未来へ 
過去：中嶋幹起（東京外国語大学）、瀬戸口律子（大東文化大学） 
現在：荒川清秀（愛知大学）、三宅登之（東京外国語大学）、吴志刚（早稲田大学） 
未来：清原文代（大阪府立大学） 

 

2日目（6月8日）研究分科会 

安藤好恵（大東文化大学） 中国語学習者の背景と成績の関係について 
李孟娟（熊本大学・院） 中国語の受益構文 
鄭立民（國立政治大學・院） 文法説明における媒介語使用の指導効果に関する実証研究

 ――「把」の指導を中心に 
金城ひろみ（琉球大学） 台湾における「対外華語教育」の現状と課題 
斎藤貴志（麗澤大学） 「並べ替え」型問題における日本語訳の役割 
 ――新HSK「並べ替え」型問題を例として 
中西千香（愛知県立大学） テキスト・検定・現実のはざまで――買い物のシーンを例に 
神道美映子（関西大学・非） 実践報告:オープンエデュケーション時代に教室活動ですべきこ
 と――モティベーションを高めるタスク 
上田裕（筑波大学・研） 発見表現をどのように教えるか 
鈴木万里子（大東文化大学・院） 『両岸常用詞典』における両地域の語彙について 
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鈴木慶夏（釧路公立大学） 文化情報の相対化――ローカル・リテラシーとグローバル・ 
 リテラシー 
张彤（上智大学・研） 「中国語で自分の世界を広げよう」の試み 
岡原嗣春（大阪産業大学・非） 「程度・時・味覚・嗅覚・理解・関係・業」と“深”のコネク 

 ション 
栁素子（大阪府立なみはや高等学校） 
 韓国の高校中国語教科書について――日本の高校テキストとの 
 比較から 
神野智久（大東文化大学・院） 「空間がかかわるものへの働きかけ」の表現の導入 
 ――連語論の視点から 
周洋（東京学芸大学附属国際中等教育学校） 

 音声ペンを活用した高校中国語教育の活性化 
 ――教室での実践報告を中心に 
丁雷（島根大学） 谈谈日本大学生在汉语发音学习中形成的心里控制及策略问题 

张轶欧（同志社大学） 空缺式“得”字补语简析 
山下一夫（慶応義塾大学）、吉川龍生（慶応義塾大学） 

 慶応義塾の第二外国語教育における高校・大学の連携についての

 意識調査――中国語を中心に 
侯仁锋（県立広島大学）、申荷丽（山口大学・非） 
 汉语教材·测试与日本汉语教学初级阶段词表词汇的相关性考察 

高橋弥守彦（大東文化大学） 言語類型から見る日中両言語の語順について 

 

四．事務局からのお知らせ 

１．事務局移転について 

会長交代にともない、事務局を以下に移転しました。 

〒156-8550 東京都世田谷区桜上水3-25-40 

日本大学文理学部中国語中国文化学科内 

中国語教育学会事務局 

E-mail：headoffice@jacle.org（変更ありません） 

電話・ファックスによるお問合せは受け付けておりません。 

 

２．新会員紹介（2014年1月以降入会分） 

上田裕（筑波大学・院）／鄭立民（台湾国立政治大学・院）／周洋（東京学芸大学・非）

／山下一夫（慶應義塾大学）／吉川龍生（慶應義塾大学）／李孟娟（熊本大学・院）／鈴

木万里子（大東文化大学・院）――以上2013年度入会 

田中学羲（フリーランス）／金城ひろみ（琉球大学）／松浦史子（二松学舎大学）／趙宏

剛（名古屋大学・院）／趙嵐（関西外国語大学）／籠谷香里（関西外国語大学）／ 
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(株)同学社／彭臣晨――以上2014年度入会 

 

３．会費納入について 

2014年度分までの会費納入用の払込票を同封いたしました。お早めに納入くださるようお願

いいたします。なお、払込票記載の金額が15,000円以上の方は特に大至急納入ください。会則

により2年間以上滞納のある方は会員資格を失うことになります。 

 

４．住所変更等について 

昨年度の学会誌『中国語教育』第12号は多くの方の分が不着により返送されてしまいました。

昨年末にご回答いただいた会員名簿作成のための情報確認に住所や所属等の変更を記載され

た方が多くいらっしゃいましたが、この情報のほとんどが名簿印刷会社でとどまってしまい、

事務局に届かなかったことが大きな原因です。また、会費納入の払込票に変更等を記載された

方も少なからずいらっしゃいました。これらの変更は直接事務局に届出ていただかないと基本

的に把握できません。ご面倒でも事務局宛に郵便あるいはメールでお知らせ願います。なお、

近日中に変更届の書式を作成して本会ウェブサイトに掲載する予定です。 

 

５．各種情報提供のお願い 

中国語教育に関連する催し物（スピーチコンテスト・シンポジウム等）の情報がございまし

たらぜひお知らせください。本会ウェブサイトに掲載し、周知の一助とさせていただきます。 


